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金属ガラス溶射技術
金属ガラスの溶射被膜の形成により、複雑形状
製品や大型化が可能です！

金属ガラスは、大きなバルク体を作製するためには、均質な性能を維持
した大型バルク体は作製が困難といった課題があった。
本技術は、「アモルファス相の金属ガラス粉体を、該金属ガラス粉体の少
なくとも一部が過冷却液体状態で基材表面において凝固及び積層して、
基材表面にアモルファス相の金属ガラス層を形成することを特徴とする金属
ガラス積層体の製造方法」に関するもので、溶射技術により、被膜として
金属ガラスを付与せしめる技術であり、金属ガラスの活用可能性として、
複雑形状部品や大型部品への適用が 可能となる。

概要

・金型，治具，製造工具，製造設備、建造物等への表面処理に
よる高機能化
 溶融した鉛フリーはんだに対しても優れた耐食性を有し、高寿命

を実現する耐はんだ侵食用部材としての表面処理

東北大学技術紹介

効果・応用例

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

「基材表面にアモルファス
相の金属ガラス溶射皮膜
層が積層され、前記金属
ガラス溶射皮膜層表面に
は、金型によるプレス加工
で形成された凹凸形状
及び／又は鏡面を呈する
平滑面を有するプレス成
形体」の例

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=T11-074
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